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ステップ①　みんなで勉強
　正しい知識に基づく
対応や共通の問題意識
を持つため鳥獣や被害
対策について学習し共
有しましょう。

ステップ③　囲いや追い払い
　集落・地域を野生鳥
獣のエサ場にしないた
めに進入防護柵を設置
し、野生鳥獣が怖い場
所と思うよう、追い払
い活動を地域ぐるみで
取り組みましょう。

ステップ②　守れる田畑・集落づくり
　鳥獣が近寄りにくく
住みにくい集落・地域
にするため、現在の集
落・地域の現状を見直
しましょう。

ステップ④　有害鳥獣の捕獲
　囲いや追い払いでも
被害が減らない場合、
集落近辺に住みつき、
被害を与えているイノ
シシなどの捕獲を行い
ます。

令和９年度　有害鳥獣対策に係る補助事業　希望者募集
　問 農林振興課　林務耕地係　☎0968・34・3111

　上記の事業に取り組む際、県から活動経費の補助の支援があります。
▶申請要件：集落や地域、組合などの団体であること
▶補助対象：‌�鳥獣被害対策に係る研修会や勉強会の開催経費、草刈りなど潜み場の除去費用、侵入防護柵な

どの資材費、捕獲用具の購入・管理活動経費など
▶補助金額：上限40万円／団体

②鳥獣被害防止総合対策事業（国事業）
　３人以上の農家で協力し、ワイヤーメッシュ柵などを用いた侵入防護柵の一体的な整備と適正な維持管理
（草刈りや点検・補修など）を行う地域に対し、柵の資材を提供します。（９割補助）
▶申請要件
　・３人以上の農家であること
　・耐用年数（ワイヤーメッシュ柵：14年、電気柵：８年）の期間、農地・柵の維持管理が行えること
　・現時点で被害が発生している農地で、導入により費用対効果が一定以上見込まれること
　・‌�今まで補助事業を活用し、柵の整備を行っていない農地または、導入後、耐用
年数（ワイヤーメッシュ柵：14年、電気柵：８年）が過ぎており、対応が必要
な農地であること

▶注意事項
　要望数や国からの交付金の配分によって、次年度以降の実施となる場合があります。

　町では、令和９年度に実施する有害鳥獣対策に係る国・県の補助事業の要望調査を行います。
　事業の申請を希望される人は、11月20日金までに、農林振興課までご連絡ください。

①えづけSTOP！鳥獣被害対策事業（県事業）
　「えづけSTOP！」とは、農作物に被害を与えるイノシシなどの野生動物に無意識のうちに行ってしまっ
ている集落や田畑の「えづけ（餌付け）」を「やめる（STOP）」という取り組みです。誤った順序で取り組
みを進めると、将来的に効果維持が難しくなる場合があるため、以下のステップで取り組みます。
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